
1年 前期 - 時間 後期 - 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

３年 前期 15 時間 後期 - 時間

実験動物　実験法

〇

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価基準

出席率100％・定期試験や小テスト100点・平常点 優れている

出席率99～90％以上・定期試験や小テスト99～90点以上・平常点 普通

出席率89～80％以上・定期試験や小テスト89～80点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

13~14 実験動物　使用される動物

15 まとめ

5~6 実験動物　遺伝

7~8 実験動物　施設

9~10

11~12 実験動物　感染症

2 生物多様性について

3 実験動物　まとめ

4 実験動物　概論

教科書・教材・

服装等
なし

授業計画時間数 授業内容

1 実験動物とは

授業概要

実験動物について、看護の観点から学ぶ

授業形式 講義

到達目標 各分野の意義や　各動物の特徴をまなぶ

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
15 時間

担当講師

琴寄 昌子

実務経験 有 動物病院勤務の中で培った知識、技術をもとに看護師として必要な知識の習得にいかす

科目名 実験動物学 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物看護科 コース名 動物看護コース


